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　前報1）において種々なる疾憲の潜伏期の度数分布は大多
数の場合対数正規型をなすことを知り，またその度数分布
から求めた特性値の疫学的意義について考察した。しかし
潜伏期は疫学的には病原体に接触してから臨肱的に発症す
るまでの期聞であるから，感染，発症を左右するものは前帯
で考察した因子の他に，病原体の病原性（Pathogenicity），
宿主の感受憐（Susceptibility），病原体の媒介様式（Mode
of　transfer　of　organism）等も当然潜伏期に種々の影響を
及ぼすものと考えられるので，本報では潜伏期の度数分布
の型と特性値に及ぼすこれら諸因子の影響を観察した。
　　　　　　　　資料並びに研究方法
　前報と同様，文献より諸種の実験例及び諸種疾患の集団
発生例を選び，潜伏期の度数分布の型の検討，特性値とし
てのmedian及びdispersiGn　factor（以下d．f．と略す）の
計算は総て前報に準じて行った。
　　　　　　　　　研究成績
　A．病原体の病原性の影響；病原体の病原性として病
原体の毒力と量を考え，これらの潜伏期に及ぼす影響を観
察した。Table　1はBordian等2）によって行われたRhesus
monkeyに対するポリオ・ウイルスの感染実験報告に基い
て，ウイルスを接種してから麻痺が出現するまでの，潜伏
期の分布型とmedian及びd．f．を示したものである。これ
はそれぞれの田力を有するウイルス株を階段的に稀釈し
て，猿の脳内に接種した実験であるが，表に示すように同
一のウイルス株を用いた際には接種ウイルス液の稀釈倍数
の少し’・程潜伏期のmedianが小さく，また稀釈倍数の等し
いウイルス液を接種した場景には固有のPD：、oの大ぎなも
のほどmedianは小さい。
　さらに各株ウィルス液のPD・JOを等しくした際において
も，固有のPDsoの大きなものほどmedianが小さい。即
ちウイノ以の財力及び量と潜伏期のmedianとの闇には極
めて密接な関係が認められる。
　夢（にd．f．について見ると，高濃度のウイルス（10－2〕を接
種した場合には，固有の門川が強い株ほどdf．が小さい値
を示すが，10’3以上に稀釈するとd．f．の値にウイルス株に
よる差異は認め難くなる。また。，d，　e群の如く毒力の強
い株を用いた際には，接種量を滅じるに従ってdf．が大ぎ
くなる傾向があるが，a，　b群の如ぎ弱毒株を接種した際に
はかかる傾向は認められず，d．f．は凡そ同様の値を示して
いる。なお潜伏期の度数分布の型はいつれの例においても
総て対数正規型をなしている。
　Table　2は柏餅による赤痢の集団発生例3）であるが，感
染菌量（摂取した柏餅の数）の多い群ほど潜伏期のmedian
が小さくd．f．の値も小さい。なおこの場合にも感染菌量と
は関係なく，潜伏期の分布は対数正規型を示している。
1）加藤＝札幌医誌　7，219（1955）
2）Bodian，　D．　et　al．：Am．工Hyg，49，234（1949＞．
　平山；第9回厚生科学研究会総会演述より引用．
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3）厚生省：赤痢集団発生報告。
　柏餅による流行）。
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Table　1．　The　Influence〔ゾPathogenis吻（ゾOrgαnism　z卿ηホんθ
　　lnCttbαtion　Pe7’iods（Experimentα1　Mon吻Poli伽yelitis）
Virulence　of
　strain
　　（PD　Jr　o）
Under　3．4
　　（a）
3．5－3．9
　（b）
4．0－4．4
　（c）
4．5－4．9
　（d）
5．0　and　over
　　（e）　．
Dilution
　　　（PDst））
Median
lo－e
10－fS
lo－4
ユO－L’
lo－3
10一一4
10－r，
lo－Li
lo一：s
10一一g
lo－L，
10－3
10－4
10－or
lo－t
10　一3
10一・i
10－r，
〈1．4
〈1．0
〈1．0
1．5一ユ．9
く1．0
〈1．0
〈1．0
2．0－2．4
1．e－1．4
〈1．0
2．5－2．9
1．5－Z．9
〈1．0
〈1．0
＞3．0
＞2．0
＞1．0
〈1．0
9．5’days
9．6　days
10．3　days
9．2　days
10．4　days
10．5　days
10．9　days
8．3　days
8．7　days
10．5　days
7．8　days
8．4　days
9．4　days
9．9　days
6．6　days
・7．9　days
7．2　days
9．1　days
Dispqrsion
　faetor
1．5
L4・・
1．4
?????????
??????
????? ?? ?
???ー ー?ー??
　Form　ofdistribution
??
??
??
Number　of
　cases
??ー?? ?
工06
111
51
10
????
??
??
??????
???「??? ?
Note：　A…The　logarithmie　normal　distribution．
Table　2．　Observation　on　the　liTood－borne
　OutbTeak　of　the　Bacatary　D？ysentery
5rliii15EF－6r
Kashiwa
Mochi
eaten．
1－3
4－10
Median
2．9　days
1　2・7　days
Number
　of
　cases
1．6　1　A　i　77
1．5　1　A　1　43
Note＝　A…The　Iogari七hmic　normal　distribution．
　B．宿主の感受性の影ee　：
　i）＝宿主の年令：Table　3は赤痢3’・4），食中毒。）・7），京
都のヂフテリア予防接種禍8）及び茂原下痢症9）の集団発生
例について，年令別の潜伏期を比較したものである。表に
示すように潜伏期の度数分布の型は，・いずれの疾患におい
ても，年令と無関係に総て対数正規型をなしている。しか
し潜伏期のmedianは赤痢，食中毒及び茂原下痢症では年
令の多い群の方が大きいが，ジフテリア予防接種禍の場合
は年令による差は著明でなく，寧ろ年令が多くなるに従っ
てmedianは小さくなる傾向がある。
　またd．f．は赤痢では年令の多い群の方が大きい値を示し
ているが，茂原下痢症においては，高等学校生徒は小・中
学生よりもd．f．は大きいが，小・中学生間の差は著明でな
く，寧ろ小両生の方がd．f．は大ぎい。
　また食中毒，ジフテリア予防接種禍では年令によるd．f．
の差異は認められない。
4）櫻井・他：口伝病会誌13，393－424（ll召14）．
5）畷岡県衙生部：幅岡県下，水系爆発赤痢記録（昭27）．
6）厚生省．F食中毒集団発生報告（鹿兇島県郡山村，原因
　薗不明）（昭25）。
7）厚生省：食申毒集団発生報告（析木保健所笹内，原因
　菌不卿（昭26）．
8）京都府衛生部＝京都ヂフテリア予防接種稠記録．
9）厚生省，『卜葉県，茂，原市：茂原下痢症（昭和28年6刀
　千葉県茂原市における下痢症の集団発生記録）．
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Table　3．
加藤 伝染病の潜伏期と疫単II
The　lnfluence　of　Age　oj’　Host　upon　the　lncubattion　Periods
木L躯晃医誌　1955
Disease
Baeillary，　dysentery
1）
7p
Mode　of　trans－
fer　of　oranism
Food－borne
Water－borne
Water－borne
Food　poisoning
）s
Induced　diphtheria
Mohara　diarrhea
Age
〈10
＞10
〈10
＞10
〈10
＞10
〈20
＞20
〈20
＞20
　　　　1
　　　　2
　　　　3
4　and　over
Primary　school
Middle　sehool
　正ligh．school
Meidan
2．5　day＄
3．3　days
5．6　days
6．9　days
6．0　days
7．8　days
15．4　hours
16．1　hours
15．4　hours
17．0　hours
6．1　days
6．4　days
5．7　days
5．6　days
i3．6　hours
19．3　hours
22．1　hours
Dispersion
　factor
Form　of
dis七ribu－
　　tion
???
???
の
??
?????
ー ー
?）
?????
ー??
?
???
コ
ー?←
?????
1．7
1．7
1．7
1．7
???????
???
コ
????
?
?
?
?
?
??
??
No．　of
cases
????
6102
6036
436
429
115
83
?????
103
188
55
60
???
Note：A…The　logarithmic　normal　distribu七ion．
．
Tabie　4・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コThe勉が粥笈0θ（ゾSexげHOS・t　U斧On魏θlnc・ubαti伽Perio（18
1　isease
Baeillary　dysentery
，．，
Mode　of　trans－
fer　of　oranism
Food－borne
Water－borne
Sex MedianDi＄persion　factor
Mate
Female
﹇ 5．7　days
5．0　days
??????
?
?
Form　of
distribu－
　tion
盈【ale
Female
?
1
6．9　days
6．8　days
??
???
コ
ー?．? ?
No．　of　cases
????
408
457
Note：　A…The　logarithmi　e　normal　distribution．
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　ii）宿主の性：Table　4は工場給食の野菜サラダ。）と
水道5）による赤痢の流行例について，潜伏期を性別1こ比較
したものである。表に見るように潜伏期の分布の型は男女
．とも対数正規型を示しており，またmedian，　d．f．も男女
ともにほぼ同様の数値を示している。即ち潜伏期に関して
は性男口に特に差異は認められない。
　C．病原体の媒介旧式の影響；Table　5に赤痢3）傳5），’11），IL’）
及びパラチアス13）・14）の集団発生例について，病原体の媒
介様式により潜伏期がいかに影響されるかを示した。
　赤痢，パラチフスとも，潜伏期の度数分布の型はいつれ
の発生例においても対数正規型を示しているが，潜伏期の
medianは赤痢においては，水道一行例の方が食物による
流行例よりも、明らかに大きい。しかしパラチフスにおい
Table　5・
ては，共同井戸による洗嘉例が，食物による流行例よりも
medianが小さくなっている。
しかしd．f．．の値は赤痢，．パラチフズとも，水系流行例の方
が食物による洗行例に比して小さい。
　D．季節の影響3Table　5の水道による赤痢の流行例
中，大牟田市の例9）は9月，勝田炭坑の例1）は2月に流行
が起っている。潜伏期の度数分布の型は，ともに対数正規
型をなしているが，潜伏期のmedianは9月流行例の方が
2月洗一例に比較してやや短く，またd．f．もやや小さな値
を示している。
　E．潜伏期と疾病の重症度の関係；京都市に発生した
ヂフテリア予防接種禍S）．において，患者の経過日数の短い
者ほど重症と見倣し，また入院した者は自宅で治療した者
The■nfluenceげ伽Mode（～f　Trαnsfer〔ゾOrgαnism
　　　即伽伽Tnczebαti伽Periods
Disease 　Mode　oftransfer　of
orgamsm
Bacillary　dysentery
　　　　．））
）J
））
　　　　：）
Para七yphoid
　　　　e）
　Food－borne
　　　　Jl
　　　　J）
　Water－borne
　　　　pl
　’　Food－borne
I　Water－borne
Date　ofutbreak
May　1950
June　1950
Sep．　1937
Feb．　1954
0ct．　1929
June　1933
Median
　　一一　’Li
3．6　days
2．4　days
2．0　days
6．2　days
6．8　days
7．8　days
7．1　days
Dispersion
　faetor
1．9
1．5
1．7
1．4
1．5
！6
1．3
dF奄№d，1￥一bO．f一！　No・　of
　t’io”fi”　，！　eases
????　206
　97
　30
12138
　865
　39
　331
Note：　A…The　logarithmic　normal　distribution．
Table　6．　Seve7”ity　of　Disease
Lapse　of　time
　　O－19　days
　20－39　days
　40－59　days
　60－79　days
　80－99　days
100　days　and　over
Cases　in　hospital
Cases　at　home
Median
9．8　days
8．4　days
6．1　days
5．4　days
4．6　days
5．6　days
4．8　days
6．7　days
Dispersion
　factor
?????
　Form　ofdistribubionNo．　of　eases
??
? ?
17
76
125
79
69
17
112
294
Note：　A…The　logarithmi　c　normal　distribution．
10）厚生省：赤痢集団発生報告旧習フエルト王子工場，
　　二1二場給食ftこ■よる．流そi）（il召26＞．
11）Hardy　et　al．二Pub．　Health　Rep．55，2101（1940）丈
　　献15）よ　り弓iSSI．
12）厚生省・赤痢集団発生報告．i水橋町，会食による流行）
　　（］｝ll　25）．
13）亀田・村田1』本公・衆保健協会雑誌6，224（昭5）．
14）　石；》卜．：，H本公衆千呆健協1会豪惟誌　10，416　（11｝｛，9＞．
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より重症であると考えて，これと潜伏期の関係を示すと，
Table　6の如くである。潜伏期の度数分布の型は重症度の
如何にかかわらず，対数正規型をなしているが，潜伏期の
medianは経過日数の長いものほど，即ち重症者ほど短く，
また入院治療者は自宅治療者よりも短い。またd．f．　V＃経過
日数の長いものは短いものに比して小さいが，自宅治療，
入院治療者の問に差は認められない。
　　　　　　　　　　考　　　按
　伝染病の感染発症に与える諸因子が，潜伏期の性質に影
響を及ぼすことは当然考えられることであって，従って前
報Dで考察した如く，各種疾患の潜伏期を比較考究する場
合には，そのような諸因子の影響を考慮しなければ，誤っ
た結論をみちびく恐れがある。しかし感染，発症に関与す
ると考えられる因子は極めて多種多様であり，一様に規定
することは出来ないので，本報では疫学的見地から病原体
の病原性，宿主の感受性（抵抗性），病原体の媒介様式に区
別し，それぞれの因子が潜伏期に及ぼす影響を観察した。
　病原体の病原性の潜伏期に及ぼす影響は，宿主の感受性
及び媒介様式を一定した場合に始めて明かになってくる。
この意味において動物実験による資料は好適の材料と思わ
れる。Sartwelli5）はポリオ・ウイルスのRhesus　monkey
接種実験2♪の成績に基ぎ，ウイルスの接種量が少なくなる
につれて潜伏期の長さ’（median）は僅かつつ長くなるが，
d．f．は接種量には殆ど影響を受けないと述べている。
　またBryan　and　Beard〔6）はrabbit　papilloma　virusを
家兎の皮膚に接種した実験において，接種ウイルス量と潜
伏期の間に
　　　　　　　tLi－ti　＝＝　b　（log　Ci　一　log　C．，）
　　　t1は接種ウイルス量C1なる時の潜伏期の長さ｛臨。・・一・7
　　　　　　　　　　　　　　　　　’
なる関係のあることを認め，またGardi7）はmouse　ence－
phalitis　virusの実験において，接種ウイルス量と潜伏期
の聞に
　　　　　　1／ti　一　1／t2　＝b　（log　C2　一log　Ci）
　　〔tl，　t2，　Cl，　C。・，　bはいずれもBryan　and　Beard
　　の式と同じ）
なる関係のあることを示した。
　私の観察においてもTable　1に示したように，ウィルス
の接種量が少なくなるにつれて潜伏期が延長しているが，
これは後報拗で述べる実験的根拠から，接種量の少ないほ
ど生体内の病原体の増殖速度が遅いためと考えるよりは，
生体内病原体の増殖速度は同じでも，一定の発病量に達す
るまでの時間が，接種重の少ないほど長くなるためと考え
る方がより妥当と思われる。またTable　1においてd．f．の
値がウイルスの接種量の多いほど，また毒力の強い（PD50
の大ぎい）ほど小さいのは，感染が強力なために宿主の感
受性の個体差がこれに覆われて，各個体が一様に発病する
ためと考えられる。
　さらに接種量の少い場合には各株に固有の忌詞の強さ
（PDJ・oの大きさ）に関係なく，　d．f．はほぼ一定の値を示し，
またウイルスの魅力の弱い（PDSoが小さい）場合には，接
種量に無関係VL　d．f．はほぼ一定の大きさを示しているの
は，ウイルスの病原性が弱いために，潜伏期と発症に個体
差の影響が伴なうためと考えられる。
　同様のことはTable　2に揚げた赤痢の集団発生の例3）に
おいても認められ，摂出酒量（喰べた柏餅の数）の少ない群
は多い群に比して潜伏期が延長し，d．f．の値も増大する傾
向を示しているのは前述の理由に基くものと思われる。
　感染をhost－parasite　relationshipsと考える時，宿主
の感受性と病原体の病原性とは常に相対的なものとして表
われてくるから，宿主の感受性の潜伏期に及ぼす影響を考
える場合には，常に病原体の病原性との聯関において論じ
なければならない。また宿主の感受性は，免疫i単的観点か
ら見れば，自然的抗抵力と獲得免疫に分けられるが，私は
本篇においては主として自然的抵抗力の潜伏期に及ぼす雲
影を考察した。厳密にいえば，この両者を明かに分離する
ことは必ずしも容易ではないが，’疾患の性質を考慮して，
病後獲得免疫が川股に低いと考えられる赤痢，食中毒，及
び明かにShick反応の陽性者に対して行われたヂフテリア
毒素の接種による集団発生例において，自然的抵抗力とし
ての性及び年令的因子の潜伏期に及ぼす影響を見ると，赤
痢，食中毒及び茂原下痢症においては若年者は成年者に比
して潜伏期が短い。またいずれの流行例においても，年令
によって摂取した菌量に著しい差はないと考えられるの
で，これは明かに宿主の年令による感受性の差によるもの
と思われる。
　またこの際のd．f．が赤痢及び茂原下痢症の流行例で，若
年者が老年者に比して，やや小さい傾向が見られるのも同
様の理由に基くものと思う。しかし食中毒，ヂフテリア予
防接種禍において，d．f．は年令による差異が見られないの
は，感染，発症の機転が赤痢と異なるためと考えられる。
石井14）はパラチフスBの井戸水による集団発生例におい
15）　Sartwell，　？．　E．：　Am．　J．　Hyg．　51，　310－318（1950）．
16）　Bryan，　W．　R・　＆　Beard，　J．　W．　：　」．　lnfeet．　Dis．　67，
　　5－24（1939）．Luria：General　Virology，45より引用．
7）　Gard，　S．：　Acta　Med．　Scand．　Suppl．　143（1943）．
18）加藤＝札幌医誌：近刊
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て，年令による潜伏期の差は認められないといっているが，
村島19）は赤痢において，幼若者は潜伏期が短く，年長にな
るに従って長くなる（老年を除く）ことを報告しており，私
の成績からも特定の疾患では年令が潜伏期を支配する有力
な因子であることを知った、
　諸種の疾患に対する感受性が性によって異ることは既に
知られているところであるが，それが潜伏期の性状にま看
も影響するものか否かについては余り考慮されていない。
私が赤痢の発生例について観察した成績では性別による差
異は認められなかったが，上述の如く，宿主の感受性が潜
伏期の特性値にある程度の影響を与える事実より考える
と，この問題にはなお検討の余地があるように思われる。
．次に病原体の媒介様式によって潜伏期が，どのよ5な影
響を受けるかを観察したが，Table　5に示したように，赤
痢において水道流行例が食物による流行例に比して潜伏期
は明かに延長している。これは主として前者では摂取した
菌量が後者による場合よりも少いためと思われる。しかし
d．f，は逆に水道流行例は食物流行例に比して小さい傾向が
見られる。これは種々なる因子が関係していると思われる
が，表において，水道による大牟田市，勝田炭坑の流行例
と食物（柏餅）による東京の流行例について，愚者の年令構
成を比較しても，両懸に余り差が認められない点から食物
による流行では水道流行例よりも摂取される菌量に変動が
多いためと考えられる。
　また水道による赤痢流行例において（Table　5），初秋1の洗
行例が冬期の流行例に比して，潜伏期のmedianとd．f．は
ともに小さいが，この現象は季節に本質的なものというよ
りは，季節及び気象による宿主の感受性の変化，病原体の
外界での増殖の状態等による2弐的な影響に過ぎないもの
と思う。
　また潜伏期の長さ及びd．f．が病原体の病原性，宿主の感
受性に強く左右される以上，当然疾病の軍症度と密接な関
聯があるものと思われる。石井14）は’細水によるパラチフ
スBの集団発生例において，潜伏期の長さと症状の経過日
数との聞に有意の負の相関々係があり，従って潜伏期の短
いものは経過日数が長く，電症であることを報告している。
Table　6の京都のヂフテリア予防接種禍においても，経過
日数の長いもの（重症）は潜伏期は短く，すぐ発病してをり，
またd．f．も小さい。これはヂ7テリア毒ii廷に対する感受性
の差がこのような結果をもたらしたものと思われる。なお
同様の傾向は自宅治療者（軽症）と入院治療夏向：症）との聞
にも見られる。
　以上潜伏期の長さ（median），　d．f．に及ぼす諸因子の影響
について考察してきたが，さらに潜伏期の度数分布は，そ
れに影響を及ぼすと考えられる諸因子，即ち病原体の病原，
性（心力，菌量）宿主の感受性（性，年令），病原体の媒介様
式，疾病の重症度の如何に拘わらず常に対数正規型をなす
ことは甚だ興味ある事実と思われるら
　包銀，及び廻報において私は種々なる疾憲の潜伏期の度
数分布が大多数の場合は対数正規型をなす実事を認め，そ
の度数分布から求めた特性値を各疾患について比較考究
し，さらにまた潜伏期に及ぼす諸因子の影響，特に病原体
の病原性，宿主の感受性，病原体の媒介様式の影響を観察
してきたが，潜伏期め研究は，疫学的見地から極めて重要
な意義を有しているものである。
　第1に流行の疫学的調査において，潜伏期を考慮するこ
とによって病原体に曝露された時期を推定し，感染源追求
の範囲を縮少し，感染源の発見を容易にし得る場合が多い。
　潜伏期により曝露の時期を推定する方法としては，常識
的には流行期のmedianから潜伏期儲文献からの平均値｝
だけ遡れば大約の曝露の時期を推定することが出来るが，
平山20）は共通経路，単一曝露による流行において，患者の
日時別発生数だけ判っており曝露日が不明のさいには，家
の式によって曝露日を推定し得ると報告している。
　即ち潜伏期の度数分布が対数正規型ならば
　　　　　　　　　冷温pa1・MLi
　　　　　　　　コニ　　　　　　　　　　m1十m2－2mo
　a：真の曝露日より，仮の曝露日（任意）までの期間縢灘∴購難窪撫
このようにして算出したaで仮の曝露日（任意）を補正し
て，真の曝露日を推定し得ると述べている。
　次に共通経路感染で単一曝露による流行では，日別豪者
発生曲線は潜伏期の度数分布を表はすと考えられ，経験的
に対数正規型をなすことが認められるが，連鎖感染の場合
には，Fros七一Reedの理論式より算出した理論的流行曲
wazi）は対数正規型とは異なった型を示すから，潜伏期の度
数分布（日別憲者発生曲線）の型から，逆に流行の伝播様式
を推定し得る場合もある。
　また同一疾病においても，病原体の媒介様式によって潜
伏期が異なる点から，逆に潜伏期の長短から病原体の媒介
様式を推定し得ることが多い。
　また伝染病の伝染力Communicabilityの1つの指標と
19）村島：日伝病会誌8，479－491（昭9）．
20）平山1第9回厚生科学研究会総会演処（昭27）．
21）金光・他二札幌医誌5，245（1954）．
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して家族内2次罹患率が用いられるが，その計出にさいし
ては．，2次発．生患者の中から，初発患者と同時期に感染し
た患者を潜伏期の考慮のもとに除かねばならない。Green－
wood，平山20）が同時感染による理論分布によって，同時感
染．者の分離を試みたことは既に述べた。
　さらに患者の隔離ないしは監視期間の決定，予防接種の
効果判定，疾病の疫学的診断等に潜伏期を考慮することは
極めてttl：要である。
　このように潜伏期の．研究は，理論疫学の立場からだけで
なく，実地疫学上からも極めて重要な意味を．持っているも
のと思われる。．
結 論
　伝染病の潜伏期の度数分布の型，特性値，即ちmedian，
dispersion　factorに及4ます生物学的諸因子の影響を観察
して弐の結果を．得た。
　1）潜伏期の度数分布の型は潜伏期に影響を及ぼすと考
えられる．生物学的諸因子，即ち病原体の病原性，宿主の感
受性，病原体の媒介様式，疾病の重症度の如何に拘わ．．らず，
常に対数正規型をなす。　　　　　　　，
　2）病原体の病原性の強い（菌株の毒力が強．いかまたは
菌量の多い）群は病．原性の弱い群に比して，潜伏期め長さ
（median）は短く，　dLf．は小さじ・。
　3＞宿主の年令の少．い群．は年令の多い群に比較して，
medianは小さし．・．。またd．f：は赤痢及．び茂原下痢症におい
ては若年者は年長者に比して小さな値を示すが，食申毒及
びヂフテリア毒素による中毒では年令による差はなく，ほ
ぼ同様の値を示している．。．
　4）、性によってmedian，’d．f．ともに差異は認められな
．い。
　5）：水道流行例は食物による流行例に比較してmedian
は．大きいがd．f．は小さい。
　6）同一疾病，同一の病原体の媒介様式の流行において，
夏の吟行例は冬の流行例に比してmedianは小さく，．『d．f．
もやや小さい。
　　7＞疾病の経．過日数の多い（重症）群は，経過日数の少な
い（軽症〉群に比較してmedianは小．さく，　d．f．もまた小さ
い。
　　稿を終るに臨．み，公衆衛生二三学部，平山雄博士の御
　懇篤なる御助言に深甚なる感謝’の意を表す．る。
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Summary
　　　Epidemiological　means　of　factotis　having　infiuence　upon　the　incubation　periods　of　in－
fec’tious　diseases，　were　observed．
　　　1）　The　forms　of　distribution　of’incubation　periods　generally　show　logarithmic　normal
curves　；　independent　on　pathogenicity　of　organism，　susceptibi！ity　of　host，　mode　of　transfer
of　organism　and　severity　of　disease，．
　　　2）　Epidemics　caused　by　highly　virqlent　organ’isms　show　rather　small　value　of　me－
dians　and　dispersiQn　factors　of　the　incubation　periods　than　th6se　wi’th　low　virulence．
　　　3）　The　lower－age　groups　have　smaller　medians　as　compared　to　older　groups，　and
・in　bacillary　dysentery　and　Mohara　diarrhea　the　dispersion　factors　also　show　a　smaller
value　ln　the　younger　groups．．　But　in　the　cases　of　food　poisoning　and　induced　・diphtheria，
the　factors　show　almost・the　，same　values；　independent　on　thier　age．
　　　4）　．　No　significant　differences　in　medians　and　dispersion・　factors　are　noted　between
male　and　female　hosts．
　　　5）　ln　the　wa’tef－borne　epidem．ics，　the　median　is　larger　but　the　dispersion　factor　is
smaller　than　those　iri　food－borne　epidemics．
　　　6）　The　median　and　dispersion　factors　in　the　epidemics　of　same　diseases　caused　’by
same　，modes　of　transfer　of　organ’ism　are　smaller　’in　summer　than　in　winter．
　　　7）　The・patient　groups　with　severer　symptoms　generally　show　smaller　values　of
median　and　dispersion　factor　compared　with　those　with　milder　symptoms．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Apr．　2，　1955）
